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クリエイター等を巡る主要な課題について

国内市場規模のジレンマ

クリエイター等の挑戦への支援と先鋭的人材の育成

取引等の適正化やDX時代への対応の必要性

課題1

課題2

課題3

 １億２千万人の相対的に大きな国内市場を前にして、リスクを取って海外に展開するインセン
ティブが生じにくい。人口減少の中で、我が国文化芸術の海外発信にも目を向ける必要がある。

 我が国で評価される基準と海外で評価される基準が同一であるとは限らない。我が国において大
きな注目を集めていなかったものが海外において評価される場合もある。海外の目線・価値軸を理
解し、それを踏まえた展開を行なっていくことも必要。

 クリエイター等の制作・発信は、コンテンツ産業の競争力の源泉であり、我が国文化芸術の中核。
 企画から制作、国内外での展開まで若手クリエイター等の挑戦を後押しする一連の支援が重要で
あるところ、現状は、挑戦機会、サポート環境、制作資金の不足等がボトルネックとなり、優秀な
クリエイター等が十分に成長と活躍の機会を得られていない。

 クリエイター等の発信の場を確保するため、博物館、美術館、劇場等の機能強化が急務。

 クリエイター等は、構造的に発注者との関係において弱い立場に置かれ、事前に業務内容や
報酬額、支払時期などが十分に明示されないまま不利な条件で業務に従事せざるを得な
いことがある。

 インターネット上には利用の可否や著作権者の情報が明らかでない著作物等が多く存在して
いるところ、これら著作物等の利用円滑化と著作権等の適切な保護を図る必要。




